
保険者がスコアリングレポートの内容を確認し、各指標について全体の平均等と比較して立ち位置を把握する

多数の企業が所属する健保組合については、各企業の特定健診・保健指導実施率など取組状況を確認し、

コラボヘルスの対象企業の優先順位やアプローチ方法を検討する

スコアリングレポートを保険者と企業担当者（⼈事・総務部や健康経営推進部署等の関連部署等）の間で

共有する

スコアリングレポートを保険者と経営者（※）が共有する

（※）取締役社⻑など企業トップが望ましいが、既にCHO（最⾼健康責任者）として他の取締役が

　　　　指名されている場合は、その者でもよい

スコアリングレポートを企業の産業保健スタッフ（産業医、産業保健師等）と共有する

スコアリングレポートの内容等について、企業から従業員や労働組合に周知・広報をしてもらう

保険者と企業が、会議等の場でスコアリングレポートを⽤いた議論を⾏う

保険者と企業が、スコアリングレポートやデータヘルス計画を⽤いて組織の健康課題の整理・共有を⾏う

必要に応じてスコアリングレポート以外の指標や、より詳細な項⽬について独⾃分析をしたうえで、対策を検討する

保険者と企業が、連携して予防・健康づくりに取り組むための、⾃組織に適した推進体制を構築する

社⻑・役員等経営者の直轄の組織体とした推進体制を構築する

産業医や保健師等医療専⾨職・⺠間専⾨事業者が関与した推進体制を構築する

企業が、健康保持・増進に対する全社方針を明⽂化し、社内外に発信する（健康宣⾔）支援をする

予防・健康づくりの取組において、保険者と企業の役割分担を明確にする

保険者と企業の間で、個⼈情報等のデータの共同利⽤について、法令に則った取扱いルールを明確にする

施策の計画 保険者と企業が連携して予防・健康づくりに取組む具体的な内容および⽬標・評価指標を決定する

保険者と企業が、具体的な取組を実⾏する（データヘルス計画を両者で改めて共有し、実効性を⾼めるための

改善を実施した場合を含む)

施策への参加を促進する等、保険者と企業の双方が、従業員等に対する働きかけを⾏う

評価・改善 保険者と企業が、施策の効果検証を実施（会議体等で共有）し、評価・改善を実施する
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○このチェックリストは、健康スコアリングレポートをきっかけに、コラボヘルスを推進するにあたっての進め方の一例を整理したものです。

○チェックリストを活⽤しながら、企業と保険者の取組状況を確認し、コラボヘルスに取り組んでください。

○なお、企業や保険者のこれまでの取組状況や連携の密度によっては、すでに実施済みの項⽬や、他に必要な項⽬がある場合も考えられますので、

必要に応じてチェック項⽬の追加や⾒直しを⾏うなど、⾃組織の実情に合わせてご利⽤ください。

【参考】健保組合と企業間で健康課題の共有と対策に向けた検討を行う際の取組例

■健保組合が、企業に対して主体的に働きかけを行う場合

ー 健保組合から企業の⼈事部に、スコアリングレポート及び健保組合による詳細なデータ分析結果、データヘルス計画について説明し、従業員等の健康課題に

応じた対策の検討を実施

■企業が、健保組合に対して主体的に働きかけを行う場合

－ 企業の⼈事部や健康経営推進部署が、健保組合から受け取ったスコアリングレポートの結果と従業員の労務管理や事業者健診等の集計データを踏まえ、

健保組合と連携して、企業におけるこれまでの健康経営の取組の評価・⾒直しを実施

※上記はあくまで一例であり、全ての組織で有効であるとは限らないため、⾃組織に適した方法を検討してください。


